<研究余滴> 頼宗の居る風景-- 『小右記』の一場面-- by 久下 裕利 & 昭和女子大学文化創造学科
頼
宗
の
居
る
風
景
久
下
裕
利
『
源
氏
物
語
』
の
藤
裏
葉
巻
や
宿
木
巻
に
は
、
童
の
舞
や
奏
楽
に
感
動
し
た
帝
が
御
衣
を
下
賜
さ
れ
、
わ
が
子
に
代
わ
っ
て
父
親
の
大
臣
が
庭
に
下
り
て
感
謝
の
拝
舞
を
す
る
と
い
う
場
面
が
、
以
下
の
如
く
あ
る
。
○
賀
皇
恩
と
い
ふ
も
の
を
奏
す
る
ほ
ど
に
、
太
政
大
臣
の
御
弟
子
の
十
ば
か
り
な
る
、
切
に
お
も
し
ろ
う
舞
ふ
。
内
裏
の
帝
、
御
衣
脱
ぎ
て
賜
ふ
。
太
政
大
臣
降
り
て
舞
踏
し
た
ま
ふ
。
（
藤
裏
葉
巻
。
小
学
館
新
編
全
集
③
四
六
〇
頁
）
○
右
の
大
殿
の
御
七
郎
、
童
に
て
笙
の
笛
吹
く
。
い
と
う
つ
く
し
か
り
け
れ
ば
御
衣
賜
す
。
大
臣
下
り
て
舞
踏
し
た
ま
ふ
。
（
宿
木
巻
。
⑤
四
八
五
頁
）
前
者
は
、
准
太
上
天
皇
と
な
っ
た
光
源
氏
の
邸
宅
六
条
院
に
当
帝
冷
泉
天
皇
と
先
帝
朱
雀
上
皇
と
が
行
幸
し
た
時
の
宴
で
、
太
政
大
臣
（
か
つ
て
の
頭
中
将
）
の
末
の
子
息
が
舞
っ
て
い
る
。
後
者
は
、
薫
が
今
上
帝
皇
女
二
の
宮
の
降
嫁
を
得
て
、
そ
の
披
露
と
し
て
宮
中
で
藤
花
の
宴
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
帝
の
婿
と
な
っ
た
右
大
将
薫
が
亡
き
実
父
柏
木
遺
愛
の
横
笛
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
音
の
限
り
吹
き
立
て
た
管
絃
の
時
に
、
殿
上
童
で
あ
っ
た
右
大
臣
夕
霧
の
七
男
が
初
登
場
し
、
笙
の
笛
を
吹
い
た
時
の
出
来
事
で
あ
る
。
と
も
に
時
の
最
高
為
政
者
だ
が
、
慶
賀
を
受
け
る
主
体
者
で
は
な
く
参
列
者
に
す
ぎ
な
い
者
の
末
子
が
、
天
皇
か
ら
御
衣
を
下
賜
さ
れ
栄
誉
に
浴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
と
さ
ら
な
末
子
の
登
場
が
以
後
の
物
語
展
開
に
関
わ
る
訳
で
も
な
い
か
ら
、
君
臣
の
絆
を
確
認
し
つ
つ
、
子
だ
く
さ
ん
の
両
家
が
子
子
孫
孫
ま
で
従
来
通
り
光
源
氏
や
薫
を
支
え
る
よ
う
に
と
い
う
儀
礼
的
挨
拶
の
域
を
出
な
い
事
例
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
童
に
帝
が
御
衣
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
や
、
栄
誉
に
浴
し
た
息
子
に
代
わ
っ
て
感
激
し
た
父
親
が
、
大
臣
の
身
位
で
あ
り
な
が
ら
、
拝
舞
に
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
、
こ
と
さ
ら
注
視
す
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
後
者
に
『
花
鳥
余
情
』
が
准
拠
と
し
て
挙
げ
る
『
西
宮
記
』
天
暦
三
年
（


）
四
月
十
二
日
の
飛
香
舎
に
於
け
る
藤
花
の
宴
で
も
、
宴
の
終
了
時
に
兼
家
（
師
輔
三
男
）
の
昇
殿
が
許
さ
れ
、
父
右
大
臣
師
輔
は
子
の
兼
家
と
と
も
に
拝
舞
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
御
意
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
拝
舞
す
る
の
は
、
宴
と
い
う
場
で
の
当
然
の
行
為
と
見
受
け
ら
れ
よ
う
。
天
皇
の
前
で
舞
を
披
露
し
た
殿
上
童
に
対
し
て
御
衣
の
下
賜
は
慣
例
の
よ
う
で
あ
っ
た
し
（
服
藤
早
苗
『
平
安
王
朝
の
子
ど
も
た
ち
王
権
と
家
童
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
16年
）、
そ
の
上
童
に
代
わ
っ
て
父
親
が
拝
舞
す
る
の
も
『
河
海
抄
』
に
「
子
息
預
勅
禄
之
時
父
舞
踏
定
儀
也
」
と
あ
り
通
例
の
は
ず
な
の
だ
か
ら
、
父
親
の
拝
舞
を
こ
と
さ
ら
奇
怪
で
大
形
な
所
為
と
見
做
す
こ
と
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
長
保
三
年
（



）十
月
七
日
、
東
三
条
院
詮
子
の
四
十
算
賀
の
試
楽
が
内
裏
で
行
な
わ
れ
た
時
に
、
陵
王
（
＝
龍
王
）
を
舞
っ
た
十
歳
の
鶴
君
（
頼
通
）
に
天
皇
か
ら
御
衣
が
下
賜
さ
れ
た
の
に
対
し
、
父
左
大
臣
道
長
は
感
に
堪
え
ず
、
「
庭
上
に
お
い
て
天
長
地
久
の
由
を
唱
へ
、
拝
舞
」
（『
日
本
紀
略
』
同
日
条
）
し
た
の
だ
が
、
実
資
は
そ
れ
を
「
其
體
軽
々
」
（
『
小
右
記
』
同
日
条
）
と
非
難
し
、
行
成
は
「
雖
似
軽
忽
、
不
堪
感
悦
」
（
『
権
記
』
同
日
条
）
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学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
七
九
号
六
七
～
七
〇
（
二
〇
一
四
一
）

『
小
右
記
』
の
一
場
面

研
究
余
滴
と
、
「
軽
忽
」
と
し
な
が
ら
も
、
感
悦
に
堪
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
理
会
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
権
記
』
に
拠
れ
ば
、
道
長
の
拝
舞
は
「
天
長
地
久
」
と
唱
し
た
上
に
、
「
跳
而
舞
」
と
あ
り
、
そ
の
過
度
な
狂
喜
乱
舞
を
指
弾
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
に
か
く
「
軽
忽
」
な
の
だ
か
ら
、
か
ろ
が
ろ
し
い
ふ
る
ま
い
と
の
認
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
日
後
の
九
日
が
算
賀
の
当
日
で
、
一
条
天
皇
行
幸
の
も
と
で
行
な
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
日
は
陵
王
を
舞
っ
た
嫡
妻
腹
の
頼
通
で
は
な
く
、
納
蘇
利
を
「
極
め
て
優
妙
」
（
『
小
右
記
』
）
に
舞
っ
た
次
妻
腹
頼
宗
の
方
に
、
天
皇
は
感
嘆
さ
れ
た
よ
う
で
（
「
天
上
有
令
感
給
之
気
」
）、
そ
の
舞
師
に
栄
爵
を
与
え
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
道
長
は
「
忿
怨
（
怒
カ
）」
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。『
小
右
記
』
同
日
条
に
実
資
は
そ
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
龍
王
兄
、
愛
子
、
中
宮
弟
、
当
腹
長
子
、
納
蘇
利
外
腹
子
、
其
愛
猶
浅
、
今
被
賞
納
蘇
利
師
、
仍
所
忿
怨
云
々
、
道
長
の
「
忿
怨
」
の
理
由
は
、
陵
王
を
舞
っ
た
兄
頼
通
は
、
中
宮
彰
子
と
同
腹
の
弟
で
、
嫡
妻
倫
子
腹
の
長
男
で
「
愛
子
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
納
蘇
利
を
舞
っ
た
九
歳
の
頼
宗
は
「
外
腹
子
」
、
つ
ま
り
終
生
通
っ
た
次
妻
明
子
腹
で
あ
る
か
ら
、
「
其
愛
猶
浅
」
な
の
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
嫡
妻
腹
の
長
子
と
の
愛
情
の
温
度
差
に
由
来
す
る
「
忿
怨
」
で
あ
り
、
当
然
嫡
子
へ
の
賞
讃
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
理
屈
な
の
だ
。
嫡
子
の
舞
の
披
露
と
、
そ
れ
へ
の
天
皇
か
ら
の
下
賜
は
単
な
る
舞
へ
の
賞
讃
で
は
な
く
、
道
長
に
と
っ
て
権
勢
の
継
承
を
も
意
味
す
る
価
値
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
服
藤
論
考
は
、
こ
れ
に
関
し
、
「
道
長
に
と
っ
て
、
嫡
妻
長
子
と
次
妻
腹
男
と
が
同
時
に
天
皇
や
殿
上
人
の
前
で
舞
っ
た
時
、
実
質
的
な
舞
の
出
来
如
何
で
は
な
く
、
道
長
の
直
接
的
後
継
者
で
あ
る
嫡
妻
長
子
が
、
権
威
と
栄
誉
を
披
露
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
（
一
二
六
頁
）
と
述
べ
る
。
確
か
に
多
く
参
列
す
る
公
や
殿
上
人
の
前
で
の
栄
誉
の
授
与
は
、
そ
の
認
証
の
意
義
を
増
幅
さ
せ
る
に
は
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
条
天
皇
に
し
て
み
れ
ば
、
元
服
前
の
七
歳
で
童
殿
上
を
聴
さ
れ
て
い
る
頼
通
に
対
し
、
今
回
の
試
楽
で
、
「
王
権
と
の
人
格
的
主
従
関
係
を
可
視
的
に
表
象
す
る
」
（
服
藤
前
掲
書
一
三
一
頁
）
御
衣
の
下
賜
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
を
充
分
に
尽
し
て
い
る
と
判
断
し
て
、
上
東
門
第
で
行
な
わ
れ
た
東
三
条
院
詮
子
の
算
賀
の
当
日
に
は
、
母
后
詮
子
が
養
女
格
と
し
て
道
長
と
の
婚
姻
を
成
立
さ
せ
た
そ
の
明
子
腹
の
頼
宗
へ
の
賞
讃
を
表
わ
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
道
長
に
遠
慮
し
て
間
接
的
に
そ
の
舞
師
へ
の
栄
爵
と
い
う
形
で
、
そ
の
祝
賀
の
意
を
示
し
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
御衣
の
下
賜
に
及
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
道
長
の
「
忿
怨
」
を
理
会
し
難
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
道
長
の
嫡
妻
腹
の
子
息
子
女
と
次
妻
腹
の
そ
れ
へ
の
愛
情
の
温
度
差
は
、
子
息
た
ち
の
昇
進
格
差
や
子
女
た
ち
の
結
婚
相
手
の
身
分
格
差
や
邸
宅
伝
領
に
歴
然
と
現
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
梅
村
恵
子
「
摂
関
家
の
正
妻
」
『
日
本
古
代
の
政
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
62年
。
野
口
孝
子
「
平
安
貴
族
社
会
の
邸
宅
伝
領
藤
原
道
長
子
女
の
伝
領
を
め
ぐ
っ
て
」
「
古
代
文
化
」
557、
平
成
17年
6月
）。
そ
れ
は
因
習
的
な
差
別
と
し
て
道
長
に
備
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
子
腹
の
四
男
能
信
は
そ
う
し
た
因
習
的
差
別
に
反
抗
的
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
頼
宗
は
概
し
て
従
順
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
『
小
右
記
』
の
一
場
面
と
し
て
採
り
挙
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
実
資
が
皇
太
后
彰
子
の
御
所
で
あ
っ
た
枇
杷
殿
に
見
舞
い
に
訪
れ
た
長
和
三
年
（



	）正
月
二
十
日
条
の
記
事
に
、
そ
の
頼
宗
が
登
場
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
皇
太
后
宮
日
来
不
予
之
由
人
々
云
々
、
仍
黄
昏
参
入
、
以
二
位
中
将
令
啓
達
、
被
仰
自
去
十
三
日
悩
気
御
坐
由
、
秉
燭
後
罷
出
。
当
該
記
事
は
、
従
来
実
資
が
皇
太
后
彰
子
の
も
と
に
訪
れ
案
内
を
乞
う
時
、
特
定
の
女
房
が
取
り
次
ぎ
役
を
果
た
し
て
い
た
の
に
、
こ
の
長
和
三
年
（



	）正
月
二
十
日
以
後
、
そ
の
女
房
が
現
わ
れ
な
く
な
っ
た
、
そ
の
理
由
を
特
定
の
女
房
に
関
し
て
探
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
十
日
は
そ
の
女
房
に
替
わ
っ
て
二
位
中
将
頼
宗
を
も
っ
て
啓
上
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。実
資
は
養
子
の
資
平
の
蔵
人
頭
任
官
の
と
り
な
し
を
彰
子
に
依
頼
す
る
目
的
で
か
、
長
和
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二
年
（



）に
は
ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に
訪
れ
て
い
た
。
そ
の
時
に
は
必
ず
特
定
の
女
房
が
応
接
し
た
よ
う
で
、
「
相
女
房
」
と
い
う
表
記
で
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
特
定
の
女
房
が
長
和
二
年
（



）
五
月
二
十
五
日
条
の
割
注
に
、
「
越
後
守
為
時
女
、
以
此
女
前
々
令
啓
雑
事
而
已
」
と
記
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
「
越
後
守
為
時
女
」
つ
ま
り
、
紫
式
部
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
実
資
と
彰
子
と
の
取
り
次
ぎ
役
を
果
た
し
て
い
た
紫
式
部
の
役
割
に
注
視
さ
れ
る
以
上
に
、
紫
式
部
の
進
退
や
没
年
に
ま
で
及
ぶ
考
証
の
史
料
と
な
り
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
紫
式
部
の
宮
仕
え
引
退
に
関
し
て
、
今
井
源
衛
な
ど
は
「
紫
式
部
の
実
資
と
の
接
近
が
道
長
の
忌
諱
に
ふ
れ
た
た
め
」
と
し
て
、
な
お
清
水
寺
参
籠
で
紫
式
部
と
伊
勢
大
輔
と
が
偶
然
出
会
っ
て
二
人
し
て
上
東
門
院
の
た
め
に
祈
っ
た
と
い
う
『
伊
勢
大
輔
集
』
の
記
事
を
も
参
酌
し
て
、
「
式
部
は
、
少
な
く
と
も
長
和
二
年
一
一
月
以
前
お
そ
ら
く
は
秋
の
末
か
ら
初
冬
の
こ
ろ
に
宮
廷
を
退
い
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
初
出
「
晩
年
の
紫
式
部
」
「
日
本
文
学
」
昭
和
40年
6月
。
『
王
朝
文
学
の
研
究
』
角
川
書
店
、
昭
和
45年
。
『
今
井
源
衛
著
作
集
第
3巻
紫
式
部
の
生
涯
』
笠
間
書
院
、
平
成
15年
）
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（



）正
月
二
十
日
条
の
紫
式
部
不
在
が
一
つ
の
根
拠
と
な
っ
て
、
紫
式
部
は
彰
子
の
前
か
ら
姿
を
消
し
て
宮
廷
か
ら
退
い
た
と
い
う
推
論
が
導
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
角
田
文
衞
が
「
相
女
房
」
の
表
記
を
伴
う
『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
（
）
正
月
五
日
条
の
記
事
を
指
摘
し
て
、
な
お
「
御
坐
枇
杷
殿
之
時
、
参
入
之
事
、
于
今
不
忘
坐
之
由
有
仰
事
也
。
女
房
云
、
彼
時
参
入
、
当
時
不
参
、
不
似
世
人
、
所
恥
思
食
也
」
と
あ
る
記
載
で
、
そ
の
「
女
房
」
が
実
資
の
長
和
二
年
（



）当
時
の
頻
繁
な
訪
問
を
回
想
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紫
式
部
の
現
役
で
い
る
姿
に
も
ま
し
て
そ
の
生
存
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
（
初
出
『
紫
式
部
と
そ
の
時
代
』
角
川
書
店
、
昭
和
41年
。
『
紫
式
部
伝
	そ
の
生
涯
と

源
氏
物
語

	』
法
藏
館
、
平
成
19年
）。
こ
の
角
田
論
考
で
さ
え
紫
式
部
の
約
五
年
間
に
及
ぶ
長
い
所
在
不
明
と
、
長
和
三
年
（



）正
月
二
十
日
条
の
頼
宗
登
場
の
関
連
を
以
下
の
よ
う
な
理
会
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
長
和
三
年
正
月
二
十
日
に
実
資
が
皇
太
后
の
御
所
に
御
見
舞
い
に
参
上
し
た
際
、
頼
宗
に
啓
上
を
依
頼
し
た
こ
と
は
、
紫
式
部
の
在
任
、
退
任
と
は
全
く
関
係
が
な
い
と
思
う
。
た
ま
た
ま
紫
式
部
は
里
に
下
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
多
数
の
見
舞
客
の
応
接
の
た
め
、
頼
宗
が
御
所
に
詰
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
不
確
実
な
事
柄
に
基
づ
い
て
紫
式
部
の
退
任
を
想
定
す
る
の
は
、
行
き
過
ぎ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
寛
仁
三
年
（



）の
記
事
か
ら
紫
式
部
は
短
期
の
里
下
り
で
は
な
く
、
長
期
の
不
在
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
今
井
源
衛
の
道
長
の
勘
気
に
よ
る
紫
式
部
追
放
説
が
成
り
立
ち
難
い
の
は
、
彰
子
の
信
任
の
厚
い
紫
式
部
を
、
い
ま
や
雇
主
と
は
い
え
道
長
の
独
断
で
解
雇
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
い
筆
者
の
憶
測
な
の
だ
が
、
紫
式
部
は
敦
康
親
王
が
具
平
親
王
女
（
頼
通
正
妻
隆
姫
妹
）
と
結
婚
し
た
長
和
二
年
（



）十
二
月
十
日
（
『
御
堂
関
白
記
』
）
以
後
、
正
室
と
な
っ
た
具
平
親
王
女
付
き
の
女
房
と
し
て
出
向
し
、
将
来
の
后
教
育
を
彰
子
か
ら
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
寛
仁
元
年
（



）に
は
、
敦
明
親
王
東
宮
退
位
に
際
し
、
彰
子
は
猶
子
敦
康
親
王
を
次
期
東
宮
に
推
す
が
、
再
び
父
道
長
に
拒
否
さ
れ
、
失
意
の
親
王
は
、
寛
仁
二
年
（



）十
二
月
十
七
日
薨
去
す
る
（
『
小
右
記
』
『
日
本
紀
略
』
等
）。
そ
の
約
五
年
間
、
紫
式
部
は
敦
康
親
王
家
に
出
向
し
、
そ
の
任
に
当
っ
て
い
た
。
寛
仁
三
年
（



）正
月
、
再
び
彰
子
の
も
と
に
戻
っ
て
き
て
、
以
前
と
同
じ
く
彰
子
付
き
の
女
房
と
し
て
復
帰
し
た
の
だ
と
、
愚
考
し
て
い
る
の
だ
が
。
と
こ
ろ
で
、
い
ま
本
稿
の
観
点
は
、
こ
の
よ
う
な
紫
式
部
の
進
退
や
没
年
で
は
な
く
、
な
に
ゆ
え
病
気
の
彰
子
の
も
と
に
異
腹
の
弟
頼
宗
が
伺
候
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
家
族
の
一
員
と
し
て
彰
子
の
病
状
を
気
遣
い
控
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。
長
和
三
年
（



）正
月
二
十
日
の
前
日
、
つ
ま
り
十
九
日
に
は
彰
子
の
妹
妍
子
中
宮
が
内
裏
に
参
入
し
、
大
納
言
頼
通
や
中
納
言
教
通
は
扈
従
し
て
い
た
か
ら
、
た
ま
た
ま
手
隙
の
二
位
中
将
頼
宗
が
、
日
増
し
に
重
篤
な
彰
子
の
看
病
に
付
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
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う
こ
と
だ
と
し
た
ら
、
彰
子
に
寄
り
添
い
近
侍
す
る
頼
宗
の
存
在
を
こ
と
さ
ら
注
視
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
『
小
右
記
』
の
十
七
日
条
の
記
事
に
は
除
目
に
二
位
中
将
頼
宗
が
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
る
案
を
知
り
、
「
乱
代
之
極
又
極
也
、
悲
哉
」
と
、
実
資
は
悲
憤
慷
慨
し
て
い
て
、
そ
の
数
日
後
に
頼
宗
を
介
し
て
啓
上
す
る
と
い
う
の
も
苦
苦
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
実
資
の
意
を
受
け
た
三
条
天
皇
で
さ
え
道
長
の
意
向
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
に
、
い
ま
さ
ら
彰
子
を
介
し
て
資
平
蔵
人
頭
の
運
動
を
し
て
道
長
の
説
得
工
作
を
試
み
て
も
徒
労
な
こ
と
は
、
英
邁
な
実
資
な
ら
ば
判
断
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
二
十
日
の
病
気
見
舞
い
は
実
資
の
誠
意
の
現
わ
れ
と
見
做
す
他
な
さ
そ
う
だ
。
た
ま
た
ま
『
小
右
記
』
に
頼
宗
が
登
場
し
て
く
る
背
景
に
、
こ
と
さ
ら
の
意
味
を
附
会
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
既
に
「
大
中
納
言
員
数
多
過
」
で
あ
る
現
状
に
、
さ
ら
に
中
納
言
を
一
人
加
え
る
道
長
の
横
柄
な
権
勢
へ
の
憤
慨
と
、
長
和
三
年
（



）正
月
現
在
、
二
十
二
歳
の
頼
宗
が
位
階
は
二
位
で
あ
っ
て
も
権
中
将
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
正
妻
腹
で
十
九
歳
の
教
通
が
権
中
納
言
で
あ
る
こ
と
の
二
重
の
文
脈
透
視
は
、
ま
た
各
々
に
そ
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
の
と
同
様
だ
と
す
れ
ば
、
頼
宗
が
重
篤
の
彰
子
に
近
侍
す
る
こ
と
を
注
視
し
て
、
そ
の
意
味
を
考
え
る
の
も
許
さ
れ
よ
う
。
頼
宗
は
伊
周
女
大
姫
君
と
結
婚
し
て
い
た
。
そ
の
結
婚
の
時
期
は
不
明
だ
が
、
伊
周
の
薨
去
し
た
寛
弘
七
年
（



）正
月
二
十
九
日
（
『
権
記
』
）
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
栄
花
物
語
』
（
巻
八
「
初
花
」）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
か
の
帥
殿
の
大
姫
君
に
は
た
だ
今
の
大
殿
の
高
松
殿
腹
の
三
位
中
将
通
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
と
ぞ
い
ふ
と
、
世
に
聞
え
た
り
。
あ
し
か
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ど
、
殿
の
思
し
掟
て
し
に
は
違
ひ
た
り
。
中
将
い
み
じ
う
色
め
か
し
う
て
、
よ
ろ
づ
の
人
た
だ
に
過
ぐ
し
た
ま
は
ず
な
ど
し
て
、
御
方
々
の
女
房
に
も
の
の
た
ま
ひ
、
子
を
さ
へ
生
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
に
、
こ
の
御
あ
た
り
に
お
は
し
初
め
て
後
は
、
こ
よ
な
き
御
心
用
ゐ
な
れ
ど
、
な
ほ
を
り
を
り
の
も
の
の
紛
れ
ぞ
、
い
と
心
づ
き
な
う
お
は
し
け
る
。
あ
は
れ
に
心
ざ
し
の
あ
る
ま
ま
に
よ
ろ
づ
に
あ
つ
か
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
ば
、
仕
ま
つ
る
人
も
う
ち
泣
き
、
女
君
も
恥
づ
か
し
き
ま
で
思
し
け
り
。
（
小
学
館
新
編
全
集
①
四
五
九
頁
）
「
御
方
々
の
女
房
に
も
の
の
た
ま
ひ
、
子
を
さ
へ
生
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
」
と
は
頼
宗
は
余
程
の
色
好
み
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
伊
周
の
娘
と
の
結
婚
で
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
た
ら
し
い
。
長
和
三
四
年
（




）こ
ろ
に
は
、
和
泉
式
部
の
娘
小
式
部
内
侍
を
異
母
弟
教
通
と
奪
い
合
う
こ
と
に
な
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
当
該
記
事
に
続
い
て
彰
子
が
伊
周
の
中
の
君
周
子
を
女
房
と
し
て
召
し
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
娘
た
ち
の
安
易
な
結
婚
や
宮
仕
え
を
戒
め
た
伊
周
の
遺
言
が
破
綻
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
。
た
だ
頼
宗
の
こ
の
結
婚
が
彰
子
と
の
合
議
の
上
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
中
の
関
白
家
の
人
々
へ
の
配
慮
は
、
猶
子
と
な
っ
た
定
子
所
生
の
敦
康
親
王
一
人
だ
け
を
特
別
扱
い
し
た
の
で
は
な
く
、
妹
の
出
仕
要
請
な
ど
も
彰
子
の
腐
心
の
結
果
だ
と
見
做
し
、
道
長
が
上
流
貴
族
の
娘
た
ち
を
女
房
と
し
て
召
し
抱
え
る
所
業
と
は
一
線
を
画
す
彰
子
の
所
為
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
の
ち
に
は
定
子
所
生
一
品
宮
脩
子
内
親
王
の
も
と
に
伊
周
女
腹
の
延
子
を
養
子
と
し
て
送
り
出
し
、
彰
子
所
生
後
朱
雀
天
皇
へ
の
入
内
を
期
す
の
は
、
頼
宗
と
彰
子
の
意
向
と
の
合
議
と
み
て
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（



）
正
月
二
十
日
条
の
記
事
は
、
頼
宗
が
異
母
弟
で
あ
っ
て
も
彰
子
と
没
交
渉
で
は
な
い
事
実
を
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
父
道
長
の
意
に
反
す
る
中
の
関
白
家
の
人
々
へ
の
温
情
は
、
彰
子
ひ
と
り
の
孤
独
な
戦
い
で
は
な
く
頼
通
や
頼
宗
の
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
い
え
よ
う
。
本
稿
は
「
藤
原
摂
関
家
の
家
族
意
識
上
東
門
院
彰
子
の
場
合
」
（
『
昭
和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
叢
書
第
九
集
女
性
と
家
族
』
御
茶
の
水
書
房
、
近
刊
予
定
）
の
補
足
と
し
て
あ
る
べ
き
位
地
に
あ
り
、
道
長
と
彰
子
と
の
家
族
意
識
の
落
差
を
述
べ
た
趣
旨
の
参
考
と
な
ろ
う
。
併
せ
て
読
ま
れ
た
い
。（
く
げ
ひ
ろ
と
し
文
化
創
造
学
科
）
―70―
